（様式４）
業務受託実績書（医療機関における監査業務の実績及び具体的内容）
	医療機関における監査業務の実績及び具体的内容

	契約件名
	

	契約期間
	

	契約施設の概要
	名　称：
病床数：

	受託業務の内容
	①主な概要
②特記事項（具体的に成果を含め記載すること）
A：業務の有効性及び効率性について ※1
B：事業活動に関わる法令等の遵守について ※2
C:資産の保全について ※3
D:財務報告等の信頼性について ※4
③その他


	受託業務
実施体制
	・従事者数：　 名／月（ 責任者：　 名／月、その他従事者：　 名／月　）

・訪問回数：　 回／月
・そ の 他：




※ 不足の場合は、頁を増やし追加すること。（主要な実績３件以内）
※ 該当する実績が複数ある場合は、それぞれ別葉に記載すること。
※ 受託業務実施体制には、受託責任者・従事者の氏名・資格・経歴（資格取得後の実務経験年数）及び実績（特
　 に責任者は責任業務実績）等を明示すること。
※1　 「業務の有効性」とは、法人のミッションを果たすことをいう。「業務の効率性」とは、より効率的に業務を遂行することをいう。

※2　 「事業活動に関わる法令等の遵守」とは、事業活動に関わる法令その他の規範の遵守を促進することをいう。

※3　 「資産の保全」とは、資産の取得、使用及び処分が正当な手続及び承認の下に行われるよう、資産の保全を図ることをいう。なお、（地方）独立行政法人は、更に資産の取得目的に従った有効活用が求められるとともに、遊休資産や活用状況に課題がある資産についても有効活用を検討し、法人内での有効活用が困難なものについては、適正な処分も求められている。

※4　 「財務報告等の信頼性」とは、国民に対する説明責任及び第三者による評価に資するため、財務情報と非財務情報に係る情報の信頼性を確保することをいう。特に（地方）独立行政法人の業務実績は財務情報だけでは測定できないことが多いため、財務情報と非財務情報を合わせて説明することが必要であり、これらの信頼性を確保することが重要である。
